
雛の里・八女ぼんぼりまつり／夢たちばな観梅会
八女市田崎廣助美術館2/19㈮オープン
第62回八女市成人式 決意新たに677人がはたちの門出
所得税・市県民税 平成27年分の申告が始まります
市の嘱託・臨時職員を募集します

【今月の主な内容】
2 ～ 3

4
6 ～ 7
8 ～ 9

17

祝成人677人が大人の仲間入り
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2　2016.2.1　広報やめ

箱
雛
発
祥
の
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
雛
人
形
を
作
り
続
け
て
い
る
八
女
。
雛
人
形
の
ふ
る
さ
と
が
お
く
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り

ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
19
回
目
を
迎
え
ま
す
。
早
春
の
八
女
を
代
表
す
る
ま
つ
り
を
、
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  　

  　
　
　
　
　
　

主
催
／
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
ま
つ
り
期
間
中
は
、
白
壁
の
町
並
み
か
い
わ

い
や
中
心
商
店
街
な
ど
約
１
０
０
か
所
に
雛
人

形
が
飾
ら
れ
、
市
内
は
雛
の
里
一
色
に
染
ま
り

ま
す
。
雛
人
形
を
飾
っ
て
い
る
会
場
の
目
印
に
、

桃
色
の
提
灯
が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⃝

期
間　
２
月
14
日
㈰
～
３
月
13
日
㈰

⃝

会
場　
福
島
地
区
一
帯

⃝

問
い
合
わ
せ　

八
女
観
光
案
内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

八
女
伝
統
工
芸
館
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

※
期
間
中
は
休
ま
ず
開
館
し
て
い
ま
す
。
お
ひ

な
さ
ま
マ
ッ
プ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。
セ

レ
モ
ニ
ー
後
は
、
白
壁
の
町
並
み
を
通
り
八
女

公
園
ま
で
パ
レ
ー
ド
。
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の

お
雛
様
を
先
頭
に
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の
子
ど

も
た
ち
が
お
雛
様
の
仮
装
で
行
進
し
ま
す
。

⃝

日
時
　
２
月
14
日
㈰ 

10
時
～

⃝
会
場
　
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

（
セ
レ
モ
ニ
ー
）、
白
壁
の
町
並
み
（
パ
レ
ー
ド
）

　
一
般
公
募
で
決
定
し
た
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

十
二
単
衣
と
束
帯
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
神

前
結
婚
式
を
執
り
行
い
ま
す
。
式
後
、フ
ラ
ワ
ー

シ
ャ
ワ
ー
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど
で
盛
り
上
げ
ま

す
。

⃝

期
日　

2
月
21
日
㈰
・
2
月
28
日
㈰

⃝

時
間　

10
時
～

⃝

会
場　
福
島
八
幡
宮

　
結
婚
式
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
十
二
単
衣
と

束
帯
姿
の
新
郎
新
婦
と
一
緒
に
、
お
雛
様
の
仮

装
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
白
壁
の
町
並
み
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
す
。

⃝

期
日　

2
月
21
日
㈰
・
2
月
28
日
㈰

⃝

時
間　

11
時
ご
ろ
～

⃝

会
場　
白
壁
の
町
並
み

　
サ
ン
ド
ア
ー
ト
や
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
、
リ
ン
パ

ケ
ア
や
ハ
ン
ド
ケ
ア
な
ど
の
楽
し
い
体
験
が
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
同
時
に
人
気
の
お
店
が
集

ま
っ
た
す
て
き
な
物
販
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

⃝

日
時　
２
月
27
日
㈯
11
時
～
16
時

⃝

会
場　

お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
・

桜
カ
フ
ェ

⃝

問
い
合
わ
せ　
八
女
観
光
案
内
所

（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　
参
加
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
の
願
い
ご
と
を
お

雛
様
に
託
し
、
八
女
公
園
の
池
に
浮
か
べ
ま
す
。

八
女
弁
お
み
く
じ
も
好
評
で
す
。

⃝

期
日　

2
月
21
日
㈰
・
2
月
28
日
㈰

⃝

時
間　

12
時
～
14
時
30
分

⃝

会
場　
八
女
公
園

　
あ
ま
り
和
服
を
着
る
機
会
が
な
い
昨
今
、
押

し
入
れ
や
タ
ン
ス
の
中
に
眠
っ
て
い
る
和
服（
着

物
）
を
着
て
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加

者
に
は
抹
茶
の
接
待
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
特

典
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
力
車
に
よ
る
町
並

み
案
内
（
有
料
）
も
実
施
し
ま
す
。

⃝

期
日　
３
月
5
日
㈯
・
６
日
㈰ 

⃝

時
間　

10
時
～
16
時

⃝

受
付
場
所　
横
町
町
家
交
流
館

※
着
物
持
ち
込
み
の
場
合
、
着
付
け
無
料
（
レ

ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
）

⃝

問
い
合
わ
せ　
八
女
観
光
案
内
所

（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　
役
目
を
終
え
た
お
ひ
な
さ
ま
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
供
養
し
ま
す
。
供
養
を
希
望
す
る
人

は
３
月
7
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
の
上
、
当
日

会
場
へ
人
形
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時　
３
月
12
日
㈯ 

14
時
～
（
受
付
11
時

～
12
時
）

⃝

会
場　
福
島
八
幡
宮

✿
見
学
は
桃
色
提
灯
が
目
印

✿
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

✿
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
結
婚
式

✿
お
ひ
な
さ
ま
パ
レ
ー
ド

✿
ひ
な
マ
ル
シ
ェ

✿
願
い
雛

✿
和
服
で
め
ぐ
る
八
女
の
ま
ち
・

人
力
車
町
並
み
案
内

✿
お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

八女伝統工芸館  ☎22・3131

◦組紐屋さんの雛人形（池尻紐房工場）
実演・販売　２月14日㈰　10時～ 16時
和工房 山藤花
◦「古布縮緬を使った羽子板雛」作り教室
　2月20日㈯ ・28日㈰13時30分～ 16時30分
　参加費＝3800円　定員＝10人
◦「古布縮緬のお雛様たち」
　まつり期間中　10時～ 17時
◦手もみ茶実演（体験）福岡県八女茶手もみ技
術研究会による実演  3月6日㈰10時～ 16時

八女人形会館  ☎24・5550
雛人形、羽子板、五月人形制作実演　期間中
歌舞伎十八番押絵展示　期間中　9時30分～
徳川家と江戸時代の雛人形展　常設展示
9時30分～

《
期
間
》

２
月
14
日
㈰
～
３
月
13
日
㈰

10
時
～
17
時

《
会
場
》  

福
島
地
区
一
帯

結婚式の
後、人力車
で白壁の町並
みをパレードする
十二単衣と束帯姿の
カップル

雛
の
里・八
女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

2　2016.2.1　広報やめ
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九
州
有
数
の
梅
の
産
地
、
谷
川
梅
林
一
帯
は
九
州
の
梅
の
三
名
園
と
さ
れ
、
約
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
で
な
だ
ら
か
な
斜
面
い
っ

ぱ
い
に
約
３
万
本
の
白
梅
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
ト
ン
ネ
ル
に
は
約
２
千
本
の
竹
と
３
千
個
の
ロ
ー
ソ
ク
を
利
用
し
て

の
「
竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界
」、田
崎
廣
助
画
伯
の
作
品
展
な
ど
、訪
れ
る
人
の
心
に
深
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

⃝

供
養
料　
▽
人
形
を
持
ち
帰
る
場
合 

千

円　▽
置
い
て
い
く
場
合 

２
千
円

※
雛
人
形
以
外
の
人
形
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ

八
女
観
光
案
内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　
期
間
中
の
日
曜
日
に
、
１
日
１
回
お
雛

様
め
ぐ
り
の
無
料
バ
ス
が
出
ま
す
。
所
要

時
間
は
約
２
時
間
半
の
予
定
で
す
。（
先
着

20
人
）

⃝

運
行
日　

２
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰
・
28

日
㈰
・
3
月
6
日
㈰
・
13
日
㈰

⃝

発
車
時
刻　

13
時

⃝

発
車
場
所　
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝

順
路　

八
女
伝
統
工
芸
館
～
八
女
福
島

の
町
並
み
～
八
女
人
形
会
館
な
ど

　　
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
彩
る
セ
レ
モ

ニ
ー
で
女
雛
が
着
用
す
る
衣
装
を
身
に
着

け
、み
や
び
な
世
界
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

日
時　

３
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
13
時
～

16
時

⃝

会
場　
堺
屋

⃝

参
加
料　
５
０
０
円
　

✿
あ
な
た
も
お
雛
様
に
変
身

✿
ひ
な
巡
り
無
料
バ
ス
ツ
ア
ー

　
梅
林
散
策
、
ワ
イ
ン
試
飲
販
売
、

地
元
特
産
品
・
農
産
物
販
売
な
ど

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

⃝

イ
ベ
ン
ト
広
場

光
友
保
育
所
園
児
に
よ
る
踊
り

２
月
20
日
㈯
11
時
～

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

２
月
20
日
㈯
12
時
30
分
～

髙
山
俊
秀
（
ギ
タ
ー
）

２
月
20
日
㈯
14
時
30
分
～

ニ
ュ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
ズ（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
）

２
月
21
日
㈰
10
時
～
・
11
時
30
分
～

い
ち
ご
姫
ユ
ニ
ッ
ト

２
月
21
日
㈰
13
時
30
分
～

ボ
ー
カ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ

２
月
27
日
㈯
11
時
～

沖
元
舞
子
・
沖
元
浩
二

２
月
27
日
㈯
12
時
～

木
下
晴
菜

２
月
27
日
㈯
13
時
～

辺
春
保
育
園
児
に
よ
る
合
奏

２
月
27
日
㈯
14
時
～

バ
ル
コ
ニ
ー

２
月
28
日
㈰
10
時
～

Ｂ
ｉ
Ｍｙ

２
月
28
日
㈰
11
時
～

ｓ
ａ
ｒ
ａ

２
月
28
日
㈰
12
時
～

ホ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ブ

２
月
28
日
㈰
13
時
～

Ｂ
ｅ
Ｂ
ｅ

２
月
28
日
㈰
14
時
～

⃝

竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界

　

約
２
０
０
０
本
の
竹
灯
ろ
う
が

幻
想
的
な
世
界
を
彩
り
ま
す
。

⃝

田
崎
廣
助
画
伯
作
品
展

《
日
時
》
２
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
・

27
日
㈯
・
28
日
㈰
10
時
～
16
時
、
２

月
22
日
㈪
～
26
日
㈮
11
時
～
14
時

⃝

ト
ン
ネ
ル
の
中
の
小
さ
な
音
楽
会

マ
リ
ン
バ 

橋
爪
尚
子
・
三
線 

田
中

勝
信

２
月
20
日
㈯
12
時
～
、
13
時
～

竹
ギ
タ
ー
の
演
奏　
石
橋
正
一

２
月
20
日
㈯
14
時
～
、
15
時
～

ラ
イ
ア
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
ス
ピ
カ
」

２
月
21
日
㈰
10
時
30
分
～
、
12
時

30
分
～

ギ
タ
ー
の
演
奏　

レ
オ
ナ
ル
ド
・

ブ
ラ
ー
ボ　

２
月
28
日
㈰
14
時
～
、
15
時
～

⃝
野
点　
　

《
日
時
》
２
月
27
日
㈯
10
時
～ 

※
お
茶
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了

⃝

問
い
合
わ
せ

立
花
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

立
花
町
観
光
協
会
事
務
局

（
☎
３
７
・
１
０
５
５
）

八女伝統工芸館  ☎22・3131

◦組紐屋さんの雛人形（池尻紐房工場）
実演・販売　２月14日㈰　10時～ 16時
和工房 山藤花
◦「古布縮緬を使った羽子板雛」作り教室
　2月20日㈯ ・28日㈰13時30分～ 16時30分
　参加費＝3800円　定員＝10人
◦「古布縮緬のお雛様たち」
　まつり期間中　10時～ 17時
◦手もみ茶実演（体験）福岡県八女茶手もみ技
術研究会による実演  3月6日㈰10時～ 16時

八女人形会館  ☎24・5550
雛人形、羽子板、五月人形制作実演　期間中
歌舞伎十八番押絵展示　期間中　9時30分～
徳川家と江戸時代の雛人形展　常設展示
9時30分～

谷
川
梅
林
で
の
催
し

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
で
の
催
し

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会

第
10
回
立
花
町
農
業
ま
つ
り

▼
期
間
＝
２
月
20
日
㈯・21
日
㈰

▼
会
場
＝
立
花
体
育
館

《期間》
2月20日㈯～ 2月28日㈰

《会場》  
    立花町谷川梅林周辺

同時開催

（
入
場
料
4
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
）

広報やめ　2016.2.13
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感
性
を
育
み
導
い
た
、ふ
る
さ
と
八
女
に
開
館

▪会期／ 2 月19日㈮～
▪開館時間／ 9 時～ 17 時 15 分（入館は 17 時まで）
   ※ 2 月19日㈮は 10 時～（開館式典後に開場）
▪休館日／月曜日（月曜が祝日の場合その翌日）
▪観覧料／無料

《開館記念講演会》※先着 50 人
▪坂本佳久氏 講演会（軽井沢・田崎美術館館長）
   2 月19日㈮  10 時 30 分～ 11 時 30 分
▪問い合わせ／
　開館前（～ 2.18）地域づくり・文化振興課 ☎ 24・8163
　開館後（2.19 ～）田崎廣助美術館 ☎ 24・8304

　明治 31年（1898）八女郡北山村（現・立花町北山）生まれ。明治
44 年（1911）県立八女中学校入学。大正5 年（1916）福岡師範学校入学。
大正9 年（1920）上京。昭和元年（1926）第13回二科展初入選。昭和
7 年（1932）パリに留学。昭和36（1961）年、「夏の阿蘇山」、「朝やけの
大山」などの連作により日本芸術院賞受賞。昭和42年日本芸術院会員に
選ばれる。昭和50（1975）年文化勲章受章。翌年、立花町名誉町民（現・
八女市名誉市民）。昭和59 年（1984）1 月28 日永眠。享年86 歳。

　
八
女
市
で
は
、
昭
和
を
代
表
す
る
洋

画
家
・
田
崎
廣
助
氏
の
画
業
を
顕
彰
し
、

近
代
絵
画
の
系
譜
を
ひ
く
優
れ
た
作
品

を
鑑
賞
い
た
だ
く
た
め
、「
八
女
市
田

崎
廣
助
美
術
館
」
を
こ
の
ほ
ど
開
設
し

ま
す
。

　
田
崎
は
立
花
町
北
山
出
身
。
幼
少
の

頃
、
投
網
を
う
っ
て
魚
と
戯
れ
、
無
心

で
絵
を
描
く
な
ど
、
野
に
山
に
多
感
な

日
々
を
送
り
ま
し
た
。
同
郷
の
画
家
・

坂
本
繁
二
郎
、
青
木
繁
の
活
躍
に
触
発

さ
れ
画
家
を
志
し
上
京
。
安
井
曾
太
郎

に
師
事
し
て
研
鑽
を
積
み
ま
し
た
。

　
阿
蘇
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
山
岳
風

景
に
魅
入
ら
れ
、
そ
の
雄
姿
に
向
き
合

い
理
想
に
か
な
う
“
東
洋
の
心
”
に
心

の
き
び
を
映
し
、
カ
ン
バ
ス
に
表
現
し

ま
し
た
。
晩
年
は
、
自
ら
の
感
性
を
育

み
芸
術
の
高
み
に
導
い
た
故
郷
・
八
女

を
回
顧
し
、『
い
つ
の
日
か
作
品
を
郷
土

に
残
し
、
ま
と
め
て
人
々
に
見
て
も
ら

う
義
務
が
あ
る
ん
だ
』
と
、
強
い
信
念

を
持
ち
続
け
ま
し
た
。

　
八
女
市
田
崎
廣
助
美
術
館
で
は
、
常

時
20
数
点
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  

八
女
市

田
崎
廣
助
美
術
館
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／
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▼
昨
年
末
に
、「
八
女
伝
統
本
玉
露
」

が
国
の
地
理
的
表
示
保
護
制
度
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
名
だ
た
る

特
産
品
が
数
多
く
申
請
さ
れ
る
中
で
、

「
神
戸
ビ
ー
フ
」
や
「
夕
張
メ
ロ
ン
」

と
並
び
第
１
弾
の
登
録
７
産
品
に
選

ば
れ
た
こ
と
は
、
八
女
伝
統
本
玉
露

が
日
本
茶
の
最
高
峰
で
あ
る
と
改
め

て
証
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
、
認
知
度
を
さ
ら
に
高
め
る

機
会
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
▼

栽
培
が
始
ま
り
１
１
０
年
以
上
と
い
う

長
い
歴
史
の
中
で
、
先
人
た
ち
が
創
意

工
夫
や
技
術
の
研
鑽
を
重
ね
、
守
り

続
け
て
き
た
伝
統
の
技
法
。
こ
れ
ら
に

よ
り
生
み
出
さ
れ
る
「
味
、色
、香
り
」

と
い
っ
た
八
女
伝
統
本
玉
露
の
素
晴
ら

し
さ
を
、
後
継
者
不
足
が
叫
ば
れ
る

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
生
産
者
、

茶
商
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
等
、
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
後
世
に
残
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
▼
今
回
の
登
録
を

さ
ら
な
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
自
然
や

文
化
、
特
産
品
な
ど
「
八
女
の
恵
み
」

の
豊
か
さ
を
、
日
本
全
国
、
そ
し
て
世

界
に
向
け
て
発
信
し
、
八
女
市
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

㉗市長コラム

最高峰の「八女
伝統本玉露」

YA
M

E TA
SA

K
I H

IRO
SU

K
E M

U
SEU

M
 O

F A
RT

 田崎 廣助（たさき ひろすけ）

開館記念
特 別 展 魂の在りか、八女に帰る

八女市 田崎廣助美術館（八女市立花町原島 108-1）※八女市役所立花庁舎横 市民センター内／観覧無料
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八
女
の
魅
力
再
発
見

「
八
女
よ
か
と
こ
ツ
ア
ー
」

　
八
女
市
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
「
よ
か
と
こ
」
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
地
元
自
慢
の
「
う

ま
か
も
ん
」
や
、
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
「
よ
か
と
こ
」
を

皆
さ
ん
で
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

対
象
者
＝
矢
部
エ
リ
ア
に
お
住

ま
い
の
人

⃝

場
所
＝
八
女
福
島
の
白
壁
の
町

並
み
（
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り

ま
つ
り
）、
八
女
市
岩
戸
山
歴
史

文
化
交
流
館
な
ど

⃝
実
施
日
＝
２
月
28
日
㈰

⃝

募
集
定
員
＝
20
人
※
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

⃝

集
合
場
所
＝
矢
部
支
所

⃝

集
合
時
間
＝
8
時
45
分

⃝

参
加
料
＝
２
５
０
０
円
（
昼
食

代
等
含
む
）

⃝

解
散
時
間
＝
16
時
40
分
（
予

定
）

※
都
合
に
よ
り
ツ
ア
ー
内
容
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支

所
建
設
経
済
課
（
☎
４
７
・
３
１

１
１
）

　
詳
細
は
矢
部
支
所
の
窓
口
に

チ
ラ
シ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
奥
八
女
の
地
、
矢
部
川
源
流
の
春
を
つ
げ
る

「
八
女
・
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
日

向
神
ダ
ム
湖
畔
の
千
本
桜
の
も
と
で
開
催
し
ま

す
。
こ
の
大
会
は
、
八
女
市
矢
部
村
の
春
ま
つ

り
の
一
環
と
し
て
、
八
女
市
の
美
し
い
春
を
満
喫

し
な
が
ら
、
多
く
の
人
々
の
出
会
い
、
交
流
を

深
め
る
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

✿
期
日
＝
４
月
３
日
㈰
※
小
雨
決
行
（
荒
天
中

止
）

✿
会
場
＝
八
女
市
矢
部
第
１
運
動
場
（
矢
部
村

鬼
塚
）・
日
向
神
ダ
ム
湖
畔

✿
日
程
＝
▽
受
付 

８
時
30
分
～
９
時
30
分
　

▽
開
会
式 

９
時
30
分
～

✿
参
加
料
＝
▽
一
般
１
０
０
０
円
（
高
校
生
以

上
）
▽
中
学
生
以
下
５
０
０
円
※
参
加
者
全
員

に
参
加
賞
・
完
走
（
歩
）
証
あ
り

✿
応
募
方
法
＝
３
月
４
日
㈮
ま
で
に
参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
最
寄
り
の
郵
便

局
に
て
参
加
料
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

種　目 参加対象者 表　彰

２㎞
マラソン

小学生男女
（Ｈ16年4月2日～Ｈ22年4
月1日生まれ）

男女別の上位 3 位
（ラッキー賞あり）

５㎞
マラソン

中学生以上男女
（Ｈ16年4月1日以前生まれ）

男女別の上位 3 位
（ラッキー賞あり）

10㎞
マラソン

高校生以上男女
（Ｈ13年4月1日以前生まれ）

男女別の上位 3 位
（ラッキー賞あり）

あるこう
５㎞

男女年齢制限なし
（幼児は家族同伴）

表彰なし・タイム計測なし
（ラッキー賞あり）

ファミリーマ
ラソン２㎞

男女年齢制限なし
（家族同伴・人数制限なし）

表彰なし・タイム計測あり
（特別賞・ラッキー賞あり）

八女✿桜まつり健康マラソン大会出場者募集

《問い合わせ》
八女・桜まつり健康マラソン大会

事務局（矢部支所総務課内）
☎４７・３１１１

✿✿

✿

✿

✿✿

✿
✿

✿

✿

✿ ✿

✿
✿

矢部エリアに
お住まいの人が八女エリアを

めぐります

八
女
エ
リ
ア
ツ
ア
ー

第32回
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第62回八女市成人式

決意新たに677人がはたちの門出

八
女
市
成
人
式
が
１
月
10
日

㈰
、
市
民
会
館
「
お
り
な

す
八
女
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
新
成
人
対
象
者
は
６
７
７
人
。

会
場
に
は
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿
の

新
成
人
が
集
ま
り
、
友
人
や
恩
師

と
の
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し

た
。
式
は
新
成
人
６
人
に
よ
る
実

行
委
員
会
（
山
中
志
穂
実
行
委
員

長
）
が
企
画
・
準
備
し
、
当
日
も

運
営
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
三
田
村
市
長
は
、「
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
と
責
務
を
も
ち
、

自
ら
の
手
で
新
た
な
扉
を
開
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
昨

年
の
戦
後
70
周
年
記
念
事
業
等
に

つ
い
て
触
れ
、「
平
和
な
社
会
実
現

の
た
め
一
社
会
人
と
し
て
平
和
へ
の

思
い
を
継
承
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
最
初
に

新
成
人
太
鼓
「
響
心
」
が
約
２
か

月
間
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
10

人
の
躍
動
感
あ
る
演
奏
で
会
場
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。「
誰
に

も
消
せ
な
い
心
の
ア
ル
バ
ム
」
で
は
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
各
学
校
の
懐
か
し
の

写
真
や
先
生
か
ら
の
動
画
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
映
し
出
さ
れ
、
会
場
に
は
歓
声

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
八

女
に
ち
な
ん
だ
賞
品
が
当
た
る
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
当
選
者
は
ス
テ
ー

ジ
上
で
地
域
へ
の
愛
着
や
将
来
に
向

け
て
の
抱
負
等
を
語
り
ま
し
た
。

１ 記念式典の様子 ２ スライド
ショーでは懐かしい写真や恩師
からの動画メッセージが映し出
され、会場も盛り上がりました 
３ 八女の特産品などが当たる
抽選会 ４ 企画・準備・運営を
手がけた実行委員の皆さん ５ 
式典終了後、中学校区ごとに記
念撮影が行われました

新成人太鼓「響心」による力強い演奏

１

2

5 4

3
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「成人になり嬉しい気
持ちと親への感謝の
気持ちでいっぱいで
す。今は学生ですが
将来は保育士になる
ため頑張っています」

「20歳になった実感は
ありませんが、まずは
大学生として社会勉強
をしつつ、2年後、就
職した時に社会人とし
てやっていけるよう努
力していきたいです」

「立派な社会人になっ
てこれまでお世話に
なった両親・家族に
ちゃんと恩返しできる
よう頑張ります」

今井愛菜さん（川崎）

古賀文馨さん（福島）

川崎喜輝さん（立花）

インタビュー

４人の新成人に話を聞きました！ 本
日
の
成
人
式
に
あ
た
り
、
か
く
も
盛
大
な

式
典
を
挙
行
し
て
い
た
だ
き
、
私
ど
も
の
門
出

を
お
祝
い
く
だ
さ
い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
成
人
を
代
表
し
て
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
三
田
村
市
長
を
は

じ
め
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
お
祝
い

と
激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
新
成
人
と
し
て

の
喜
び
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
今
後
の
責
任
の

重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
高
校
三
年
の
夏
に
公
務
員
受
験
に
失
敗

し
た
た
め
、
専
門
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
、
専
門
学
校
の
入

学
を
待
っ
て
い
る
間
の
私
は
、
進
学
さ
せ
て
も

ら
う
こ
と
を
深
く
感
謝
し
て
お
ら
ず
、
惰
性
の

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
兄

か
ら
勧
め
ら
れ
た
「
日
本
人
の
気
概
」
と
い
う

本
の
一
節
を
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。《
彼
は
あ
る
日
、
母
の
作
る
父
の
弁
当
を

間
違
え
て
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
曰
く
、

「
お
や
じ
の
弁
当
は
軽
く
、
俺
の
弁
当
は
重
か
っ

た
。
お
や
じ
の
弁
当
箱
は
ご
飯
が
半
分
で
、
自

分
の
に
は
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
お
り
、
お
や
じ
の

弁
当
の
お
か
ず
は
味
噌
が
ご
飯
の
上
に
載
せ
て

あ
っ
た
だ
け
な
の
に
、
自
分
の
に
は
メ
ザ
シ
が

入
っ
て
い
た
こ
と
を
間
違
え
て
初
め
て
知
っ
た
。

父
子
の
弁
当
の
内
容
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る

両
親
は
一
切
黙
し
て
語
ら
ず
。
肉
体
労
働
を
し

て
い
る
親
が
子
供
の
分
量
の
半
分
で
お
か
ず
の

な
い
弁
当
を
持
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
を
知
っ
た
瞬

間
、『
子
を
思
う
親
の
真
（
愛
）
情
』
が
分
か

り
、
胸
つ
ま
り
、
涙
あ
ふ
れ
、
そ
の
弁
当
す
ら

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
感
動
の
涙
が
勉
学

の
決
意
に
な
り
、
涙
し
な
が
ら
両
親
の
期
待
を

裏
切
る
ま
い
と
心
に
誓
っ
た
」
と
い
う
》
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
文
を
読
ん
で
、
両

親
に
対
す
る
日
頃
の
言
動
を
深
く
反
省
し
、
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
て
迎
え
た

二
度
目
の
夏
、
無
事
に
合
格
を
い
た
だ
け
ま
し

た
。
成
人
を
迎
え
る
前
に
こ
の
本
と
出
会
え
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
20
年
間
、
毎
晩
遅
く
ま
で
家
族
の
こ
と
を

思
い
必
死
で
働
い
て
く
れ
た
父
、
毎
朝
早
く
起

き
て
弁
当
を
持
た
せ
て
く
れ
私
が
見
え
な
く

な
る
ま
で
見
送
っ
て
く
れ
た
母
、
そ
し
て
お
世

話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
会
え
た
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
恩
を
忘

れ
ず
、
生
ま
れ
育
っ
た
八
女
市
の
た
め
、
ひ
い

て
は
日
本
の
た
め
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
邁
進

し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。
と
申

し
ま
し
て
も
私
ど
も
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で

す
。
ど
う
か
今
後
も
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
簡
単
で
あ
り
ま

す
が
20
歳
の
主
張
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
恩
を
忘
れ
ず
に
邁
進
し
て
い
こ
う
」

は
た
ち
の
主
張
　
田
中 

侑
樹
さ
ん

「20歳になり、大人へ
と一歩踏み出したんだ
なあと今日改めて思い
ました。将来は医者と
して多くの人を救える
ような人になりたいと
思います」

水本匡紀さん（黒木）

広報やめ　2016.2.17
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▼上陽支所　

日　　程 対象地区 会場・時間午　　前 午　　後
2月3日㈬ 上横山第1・第2 下横山第1・第2

上陽支所
1階小会議室
9時～ 16時

2月4日㈭ 北川内第1・
久木原 北川内第2

2月5日㈮ 北川内第3 北川内第4・第5
▼星野支所　

日　　程 対象地区 会場・時間

2月3日㈬ 星野地区
星野支所大集会室

9時～ 16時2月4日㈭ 椋谷地区・上郷地区

2月5日㈮ 小野地区

▼矢部支所　
日　　程 対象地区 会場・時間

2月1日㈪ 矢部１区・２区・5区 矢部公民館
9時～ 16時2月2日㈫ 矢部3区・4区・6区

▼黒木支所　

日　　程 対象地区 会場
時間午　　前 午　　後

2月8日㈪
椿原・笠原中央・釈
形・南笠原・下鹿子
尾・上鹿子尾

上北本分・下本分・
本分中央

黒
木
支
所
大
会
議
室　
９
時
～
16
時

2月9日㈫ 南木屋・原・ 山 中・
北木屋・東木屋

荒谷・岳弓掛・四条野・
神露淵・花渡

2月10日㈬
下名・中名・上名・鹿子
生・下田代・中田代・上
田代

南本分・中原・犬山・
田本・湯辺田

2月12日㈮ 西桑原・馬場
月足・大淵・吹原・無
田・剣持・東・北大淵・
大淵中央

2月15日㈪
東上町・西上町・中
町・下町・栄町・東今・
西今

谷蓮輪・東桑原

▼八女市役所本庁　
日　　程 対象地区 会場・時間

2月22日㈪～ 3月15日㈫
（土・日は除く）

八女市
全地区

八女市役所1階103会議室
9時～ 16時30分

▼立花支所　　
日　　程 対象地区 会場・時間

2月16日㈫ 光友地区
立花市民センター
イベントホール

9時～ 16時

2月17日㈬ 辺春地区

2月18日㈭ 北山地区

2月19日㈮ 白木地区

市民税・県民税申告日程

なぜ なぜ 人

平
成
27
年
中
の
所
得
か
ら
、
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
と

し
て
控
除
す
る
た
め
に
は
、『
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
平
成
27
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人
に
は
、
控
除
証
明
書
が
昨

年
11
月
ま
た
は
今
年
２
月
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告

の
際
に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
や
領
収
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

【
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
】

昨
年
10
月
１
日
か
ら
昨
年
12
月
31
日
ま

で
に
、
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人

【
昨
年
11
月
に
送
付
さ
れ
た
人
】

昨
年
１
月
１
日
か
ら
昨
年
９
月
30
日
ま
で

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
〈
ね
ん
き
ん
定
期
便
・

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〉

０
５
７
０・０
５
８・５
５
５（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）※

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に

な
る
場
合
は
０
３・６
７
０
０・１
１
４
４

※
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。
自
動
音

声
案
内
に
従
っ
て
「
３
」
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
受
付
期
間
＝
３
月
15
日
㈫
ま
で

▽
受
付
時
間
＝
【
月
～
金
】
９
時
～
19
時

【
第
２
土
曜
】
９
時
～
17
時
※
祝
日
（
第

２
土
曜
除
く
）
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
の
受
付
日
程
は
旧
町
村

の
地
区
で
振
り
分
け
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
区
の
会
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
所
得
税
の
確
定
申
告
、
消
費

税
の
申
告
お
よ
び
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
や
土
地
や
株
の
譲
渡
等
が
あ

る
人
は
八
女
税
務
署
の
申
告
会
場
（
八

女
伝
統
工
芸
館
）で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
期
間
＝
２
月
15
日
㈪
～
３
月
15
日

㈫
※
土
日・祝
日
は
休
み
。
期
間
中
は
、

八
女
税
務
署
で
の
申
告
相
談
は
行
い

ま
せ
ん
。

◦
時
間
＝
９
時
～
16
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署

（
☎
２
３・５
１
９
１
）

所得税・市県民税
平成27年分の申告
が始まります

右表のとおり、平成28年度（平成27年分）市民税・
県民税の申告受付を行います。お住まいの地区の
指定日に申告してください。指定日に都合が悪い人
は、指定日以外でも各会場の申告日程のなかで受
け付けていますので、期限内の申告をお願いします。
※所得税・市県民税の申告に関する詳細について
は、広報やめ1月1日号に掲載しています。

確定申告時には「国民年金保険
料控除証明書」が必要です

◦問い合わせ＝税務課市民税係（☎２３・１１１３）

口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省けます。
また、早割・前納で納付すると保険料が割引されます。前納の申し
込み期限は毎年２月末までとなっていますのでご注意ください。
◦問い合わせ＝久留米年金事務所（☎０９４２・３３・６２０６）
　市民課国保年金係（☎２３・１１１６）

国民年金保険料の納付は口座振替が便利でお得です
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平成25年度までの滞納している保険料について
は、平成28年3月末をもって納めたくても納め
られなくなります。
特段のお申し出がない場合は、滞納の期間に応
じ上記の措置を講じることになります。

介護保険は、公費と40歳以上の皆さんに納めて
いただく保険料を財源に運営しています。介護
が必要になったときには、誰もが安心してサービ
スを利用できるように、保険料は必ず納めてくだ
さい。また、災害などの特別な事情があると認め
られた時は、保険料の減免や徴収の猶予を受け
られる場合があります。納付が難しい時はそのま
まにせず、まずは担当窓口に相談してください。

1年以上納めないと…
介護サービスを利用した際に、いった
ん利用料の全額を自己負担することに
なります。あとから申請をすることで、

保険給付分が支給されます。

1年 6 か月以上納めないと…
利用している介護サービスの利用料

は、全額が自己負担なうえ、保険給付
の一部または全部を、一時的に差し止
められます。それでも納付されなけれ
ば、差し止めた払い戻し分から滞納し
ている介護保険料を差し引く場合があ

ります。

2 年を過ぎると…
介護サービスを利用した際の自己負担
額が３割に引き上げられます。また、高
額介護サービス費などの支給が受けら

れなくなる場合があります。

電話による納付確認や督促状、催告
書をお送りします。督促手数料が課せ

られます。

納期限を過ぎると…

介護保険料は納期限内に
納めましょう

介護長寿課介護認定係（☎23・1353）
または各支所介護保険担当窓口へ

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
か
か
る
確
認
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
場
合
で
も
、

65
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
の
障

害
（
寝
た
き
り
な
ど
）
ま
た
は

認
知
症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に

該
当
す
る
と
市
が
認
定
し
た
人

に
は
、
確
定
申
告
等
に
よ
り
税

の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交

付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
※
次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
さ
れ
る
人
が
対
象

◦
平
成
27
年
12
月
31
日
現
在
、

満
65
歳
以
上
の
人
（
40
歳
か
ら

64
歳
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
を
含
む
）

◦
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

◦
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交

付
お
よ
び
知
的
障
害
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人

※
判
定
の
結
果
、
交
付
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
認
定
書
は
、
障
害
者
の
認

定
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
認
定
書
は
、
税
の
申
告
以

外
の
目
的
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

通
常
、
お
む
つ
代
は
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
が
、
お
む
つ
代
の
領
収
書
に

加
え
て
医
師
か
ら
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が

あ
れ
ば
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
２
年
目

以
降
の
人
は
、
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
、
市
役
所
で
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
わ

る
「
確
認
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

【
必
要
と
な
る
証
明
書
】

▼
１
年
目　

医
師
発
行
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

▼
２
年
目
以
降　

市
役
所
発
行
の
「
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
に
係
る
確
認
証
明
書
」

【
発
行
で
き
る
条
件
】
※
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当

◦
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

◦
主
治
医
意
見
書
の｢

障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度｣

の
記
載
が
「
Ｂ
１
～
Ｃ
２
」
で
あ
り
、

さ
ら
に
「
尿
失
禁
」
の
発
生
可
能
性
の
記
載
が
「
あ

り
」
で
あ
る
こ
と

◦
確
定
申
告
の
対
象
年
中
に
主
治
医
意
見
書
が
発

行
さ
れ
て
い
る
こ
と

※
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
有
効
期
間
が
13
か
月

以
上
で
、
確
定
申
告
対
象
年
中
に
主
治
医
意
見
書

が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
主

治
医
意
見
書
で
確
認
し
ま
す
。

【
手
数
料
】
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ

▼
介
護
長
寿
課
介
護
認
定
係
（
☎
２
３・１
３
５
３
）

▼
各
支
所
介
護
保
険
担
当
窓
口

要介護認定者の障害者控除・
医療費控除について

広報やめ　2016.2.19
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社
会
に
は
実
に
多
く
の
職
業
が
あ
り
、
そ
の
ど
れ
も
が
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
。
働
く
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
子
ど
も
た
ち
は
職
場
体
験
を
通

し
て
、
働
く
意
義
や
自
ら
の
生
き
方
を
見
つ
け
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
今
回
は
12
月

８
日
、
９
日
に
行
わ
れ
た
筑
南
中
学
校
１
年
生
に
よ
る
職
場
体
験
学
習
を
紹
介
し
ま

す
。
※
20
事
業
所
の
う
ち
３
か
所
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
　子

ど
も
が
好
き
な
の
で
こ
の
職
場
を
選

び
ま
し
た
。
何
人
も
の
子
ど
も
に
同
時
に

「
こ
っ
ち
に
き
て
」
と
言
わ
れ
る
の
で
、
そ

の
対
応
が
難
し
か
っ
た
で
す
。（
松
尾
優
那
）

将
来
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
で

す
。
親
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
悪
い
と
こ
ろ

は
注
意
し
て
上
手
だ
っ
た
ら
褒
め
る
こ
と

を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。（
松
崎
美
空
）

●
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
仕
事
の
一つ
で

す
。
登
園
前
に
遊
具
の
夜
露
を
拭
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
子
が
荷
物
の

片
付
け
に
苦
労
し
て
い
る
の
を
見
て
、
声

を
か
け
て
く
れ
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。（
白

百
合
幼
稚
園
　
職
員
）

私
は
声
が
小
さ
い
の
で
、
大
き
い
声
で

接
客
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
受
付
カ

ウ
ン
タ
ー
で
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
作

業
が
好
き
で
す
。
仕
事
内
容
を
体
験
し
た

の
で
、
今
度
本
を
借
り
る
時
は
あ
り
が
た

く
思
い
借
り
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
古
賀
帆

夏
）本

が
好
き
な
の
で
図
書
館
の
仕
事
を
選

び
ま
し
た
。
返
却
さ
れ
た
本
を
棚
に
戻
す

の
は
大
変
だ
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
谷

川
法
生
）

●
接
客
業
務
が
あ
る
の
で
、
明
る
く
あ
い

さ
つ
す
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。
職
員
と
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に

入
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
手
順

を
覚
え
、
一
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
感
心
し
ま
し
た
。（
八
女
市
立
図
書

館
　
職
員
）

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
方
に
は
、
大
き
い

声
で
話
す
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
仕
事

は
、
入
所
の
方
の
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

朝
一
人
ひ
と
り
の
ノ
ー
ト
に
体
温
な
ど
を

記
録
し
た
り
す
る
も
の
。
指
導
し
て
く

れ
る
職
員
さ
ん
た
ち
の
優
し
さ
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
に
感
動
し
、
安
心
し
て
働

け
ま
し
た
。（
入
江
翔
）

●
こ
の
仕
事
は
、
皆
さ
ん
が
「
安
心
し
て
、

安
全
に
、
楽
し
く
」
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

目
配
り
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
入
江
さ

ん
は
、
１
日
目
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
覚
え
て

い
て
、
２
日
目
は
自
ら
動
い
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
笑
顔
で

答
え
て
い
ま
し
た
。（
た
ち
ば
な
森
の
里
介

護
セ
ン
タ
ー
　
職
員
）

将
来
の
夢
見
据
え
て

　
子
ど
も
た
ち
に
「
働
く
こ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
収

入
を
得
る
た
め
に
働
く
」
と
い
う
答
え

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

職
場
体
験
を
通
し
て
、
人
の
た
め
社
会

の
た
め
に
働
く
こ
と
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ

て
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
を
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
原
則
１
事
業
所
１
名
で
参

加
し
ま
す
。
こ
れ
は
、一人
ひ
と
り
に
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
た
め
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
受
け
て
、
自
分

が
な
り
た
い
職
業
に
つ
い
て
調
べ
、
そ

の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
学
校
を
選
べ

ば
よ
い
か
、
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

３
年
間
で
段
階
的
に
具
体
化
し
て
い

く
、
そ
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
が
こ
の
職

場
体
験
学
習
な
の
で
す
。

白
百
合
幼
稚
園

今
で
き
る
こ
と
は
何
か

筑
南
中
学
校　
１
年
担
任

　
　
　
　
　
安
達
義
人
先
生

八
女
市
立
図
書
館

た
ち
ば
な
森
の
里
介
護
セ
ン
タ
ー

園庭では子どもたちの元気さに負けず遊ぶ

カウンターで本の返却を受付する緊張の瞬間

体操の時間に剣道の素振りを教える入江さん
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

八女警察署黒木警部交番が
2月15日㈪から仮交番に
　　移転します

地域の皆様にはご不便を
おかけしますが、よろしく
　　お願いします。

福
岡

　
伝
統
工
芸
の
里
、
八
女
市
は
全
国
で
も
有
数

の
ひ
な
人
形
の
産
地
で
あ
り
、「
箱
び
な
」
発
祥

の
地
で
す
。
今
年
も
、
２
月
14
日
㈰
か
ら
３
月

13
日
㈰
ま
で
八
女
福
島
地
区
を
中
心
に
開
催
さ

れ
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
」
に
あ

わ
せ
て
、
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
で
は
様
々

な
雛
人
形
約
三
百
体
を
展
示
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
八
女
で
生
ま
れ
、
職
人
の
手
に

よ
っ
て
作
り
続
け
ら
れ
て
き
た
「
箱
び
な
」
や
、

豪
華
な
段
飾
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
２
月
11
日
㈷
～
３
月
21
日
㉁

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町
町
家
交

流
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

　

黒
木
警
部
交
番
建
て
替

え
に
伴
い
、
2
月
15
日
㈪
か

ら
仮
交
番
に
移
転
し
ま
す
。

現
在
の
黒
木
警
部
交
番
（
旧

黒
木
警
察
署
庁
舎
）
を
取

り
壊
し
、
そ
の
跡
地
に
新
交

番
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

新
交
番
が
で
き
る
ま
で
の
間

は
、
仮
交
番
で
業
務
を
行
い

ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
警
察

署
黒
木
警
部
交
番

（
☎
４
２
・
４
０
６
９
）

八女の 展おひなさまたち

横町町家
交流館
2・3月の催し

　

近
年
、
救
急
出
動
件
数
は
全
国
的

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
八
女
消
防
本

部
で
は
、
平
成
27
年
中
に
４
１
０
０

件
の
救
急
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。
実

際
に
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
た
人
数

は
３
９
６
８
人
で
、
そ
の
う
ち
１
３
８

７
人
（
約
35
％
）
が
入
院
の
必
要
が

な
い
人
（
軽
症
者
）
で
し
た
。

　

八
女
地
区
で
は
、
８
台
の
救
急
車

が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
救
急
要

請
が
重
な
っ
た
り
、
最
寄
り
の
救
急

車
が
別
の
救
急
要
請
に
出
動
し
て
い

た
り
す
る
場
合
、
救
急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
の
時
間
が
長
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
救
急
車
を
本
当
に
必
要
な
と
き

に
、
本
当
に
必
要
な
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
消
防
署
か
ら
の
お
願
い
】

▽
１
１
９
番
通
報
の
際
「
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
さ
な
い
で
」
と
要
望
を
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
救
急

車
等
の
緊
急
自
動
車
は
、
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
１
１
９
番
通
報
が
久
留
米
市
の
筑

後
地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
一
括
し

て
受
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
地
点
を
迅
速
に
特
定
す
る
た
め
、

１
１
９
番
通
報
の
際
に
は
必
ず
「
市

町
村
名
」
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

仮 交番

運転免許更新室
現在の黒木警部交番

（旧 黒木警察署庁舎）

至 ふじの里⇒市道
出入口

駐車場 駐車場
案内図

救急車の適切な
利用をお願いします
八女消防本部（☎２４・１１１９）
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『わくわくおはなしレストラン』

　幻想
的な竹灯ろう

　ぜひ見にきてね！
【
事
例
】

　

子
ど
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
を
す
る
の
に
、
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
高
額
な
課
金
を
し
て

い
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー

ム
）
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
ゲ
ー

ム
を
す
る
も
の
で
す
。
世
界
中
の
人
と
交

流
し
た
り
協
力
し
た
り
し
て
ゲ
ー
ム
を
す

る
こ
と
が
魅
力
で

す
。
ゲ
ー
ム
自

体
は
無
料
で
も
、

ゲ
ー
ム
内
の
「
ア

イ
テ
ム
（
特
別
な

道
具
）」
や
「
通

貨
」
を
お
金
を
出
し
て
購
入
し
て
用
い
れ

ば
ゲ
ー
ム
を
攻
略
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
現
金
を
使
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
課
金
」
と
い

い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
か

ら
、
つ
い
盛
り
上
が
っ
て
高
額
な
課
金
を

し
て
し
ま
う
と
い
う
誘
惑
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
課
金
の
し
や
す
さ
も
誘
惑
の
原
因
で

す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
の
情

報
を
一
度
登
録
し
て
お
く
と
、
毎
回
10
桁

消費生活
そうだん

⑭

以
上
の
カ
ー
ド
番
号
を
入
力
す
る
手
間

が
省
け
、
つ
い
課
金
し
て
し
ま
う
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
使
い
過
ぎ
を
避
け
る
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
削
除
し

て
お
く
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
後
払
い
方
式
な

の
で
、
現
金
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
感

覚
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
事
前
に

購
入
し
て
用
い
る
と
、
購
入
し
た
金
額

以
上
に
課
金
す
る
こ
と
を
防
げ
ま
す
。

②
家
族
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
情
報
は
登
録
し
な
い
。

家
族
と
は
い
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
使
わ
せ
る
こ
と
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
利
用
違
反
に
も
な
り
ま
す
。

③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
を

し
っ
か
り
と
す
る
。

他
人
に
教
え
た
り
使
わ
せ
る
こ
と
は
止

め
ま
し
ょ
う
。

　
休
み
の
日
な
ど
は
、
ゲ
ー
ム
を
す
る

機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
や

り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費

生
活
相
談
窓
口
〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時

30
分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

※
毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
第
３
相
談
室
で
出
張
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
４
２・１
１
１
１
）

オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
課
金

に
は
用
心
し
ま

し
ょ
う
。

漱
石
忌
教
へ
子
と
行
く
草
枕

吉
泉
　
守
峰

八
十
路
と
は
誰
の
こ
と
か
と
実
南
天

倉
ノ
下
和
代

山
寺
に
添
へ
る
一
色
石
蕗
の
花大

坪
　
清
香

原
節
子
逝
き
て
昭
和
は
遠
景
に城後

　
正
子

収
穫
を
終
へ
て
一
礼
山
眠
る

荒
川
ミ
ヤ
子

孫
達
へ
昔
語
り
や
椎
拾
ひ

大
坪
　
延
子

庭
師
来
て
ラ
ヂ
オ
響
か
せ
松
手
入
れ

中
村
　
境
子

松し
ょ
う
い
ん蔭
の
社

や
し
ろ

詣
で
や
注し
め
か
ざ
り

連
飾

松
延
み
さ
と

大
根
や
今
日
も
昨
日
も
お
と
と
ひ
も

松
﨑
　
伸
子

冬
の
寺
国
宝
仁
王
の
ふ
く
ら
は
ぎ

牛
島
　
景
子

身
の
丈
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
り
去こ

ぞ年
今
年

堤
　
多
鶴
子

饒
舌
な
女ひ
と

二
人
居
て
年
用
意

中
川
原
篤
子

上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

八
女
紫
苑
句
会

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 28.2）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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2月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 20時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～ 17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
1 ㈪ ,8 ㈪ ,11 ㈷ ,15 ㈪ ,22 ㈪ ,26 ㈮ ,29 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈪ ,8 ㈪ ,15 ㈪ ,22 ㈪ ,26 ㈮ ,29 ㈪図書館の休館日

2 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

2 ㈫ ,9 ㈫ ,11 ㈷ ,16 ㈫ ,23 ㈫ ,26 ㈮

★2月の館内整理日は26日㈮★

今年のテーマは「たべもの」です。おなかがすきそうな絵本、不思議な食べもの
が出てくる絵本など楽しい絵本がたくさんです。どうぞお楽しみください。

♥期間＝2月6日㈯～2月20日㈯♥場所＝八女市立図書館本館・各分館、おりなす八女

絵本だいすき

『わくわくおはなしレストラン』

♥本館＝27日㈯14時～
おはなしコーナー
♥黒木分館＝６日㈯10時30分～ 
おはなしコーナー

2月のよみきかせ

2月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象
です♪
♥本館＝20日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館＝20日㈯
10時30分～ おはなしコーナー

幼児～小学生の皆さん対象です♪

親子そろって楽しめるイベントがもりだくさん。みんな、来てね！

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

竹
灯
ろ
う
作
り
に
取
り
組
む  

入
江
翔一さ
ん
、
松
岡
英
幸
さ
ん
、
吉
開
弘
幸
さ
ん

左から松岡英幸さん、入江翔一さ
ん、吉開弘幸さん。「1月12日から
制作を開始しましたが、イベント
開会日直前まで作業を続けます。
今年は、壮大なスケールで制作を
進めています。来場される皆さん
に大きな感動を与えられるよう、
力を合わせて頑張ります」

85

　
2
月
20
日
㈯
か
ら
始
ま
る「
夢
た
ち
ば

な
観
梅
会
」の
期
間
中
、谷
川
梅
林
内
の

ト
ン
ネ
ル
を
活
用
し
た
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
で

行
わ
れ
る「
竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界
」。

今
年
12
回
目
と
な
る
竹
灯
ろ
う
づ
く
り
に

取
り
組
む
八
女
市
消
防
団
立
花
支
団
の

若
手
3
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
自
分
た
ち
は
初
期
メ
ン
バ
ー
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、先
輩
た
ち
が『
消
防
団
は

火
を
消
す
活
動
だ
が
、火
を
使
い
、さ
ら

に
地
域
に
豊
富
な
竹
を
活
用
し
て
ま
ち
お

こ
し
が
で
き
な
い
か
』と
こ
の
企
画
が
始

ま
り
ま
し
た
。消
防
団
や
消
防
署
職
員
有

志
を
中
心
に
、平
日
20
時
か
ら
22
時
頃
ま

で
約
1
か
月
間
竹
灯
ろ
う
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。消
防
団
グ
ル
ー
プ
で
2
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
4
台
、約
６
０
０
本
の
孟
宗
竹

を
切
り
出
し
、イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
制
作

中
で
す
。仕
事
を
終
え
た
後
の
作
業
は
大

変
で
す
が
、若
い
世
代
の
団
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、つ
な

が
り
、結
束
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
見
ど
こ
ろ
は
、
暗
闇
の
中
で
灯
る
竹

灯
ろ
う
の
温
か
み
で
す
ね
。無
数
の
竹
の

中
で
ろ
う
そ
く
の
炎
が
揺
ら
め
く
さ
ま

は
、本
当
に
幻
想
的
で
、写
真
と
は
違
う

美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
現
地
に
足

を
運
ん
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

デ
ザ
イ
ン
や
制
作
テ
ー
マ
は
毎
年
変
わ

る
の
で
、
昨
年
と
は
違
う
新
た
な
発
見

が
あ
る
は
ず
で
す
。来
場
者
が
、は
っ
と

息
を
呑
ん
だ
り
、声
を
上
げ
て
感
動
さ

れ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、作
業
の
大
変
さ

も
吹
き
飛
び
、ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
方
に

消
防
団
の
活
動
を
よ
り
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
同
時
に
、地
域
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。市

内
外
の
人
に
八
女
、立
花
の
素
晴
ら
し

さ
を
広
め
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」

※
関
連
記
事
は
3
ペ
ー
ジ

　幻想
的な竹灯ろう

　ぜひ見にきてね！

消防団グループのほか、
一般ボランティア、立花
小学校の作品も展示され
ます。約2000本の竹灯ろ
うがずらりと並びます。



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
平
成
28
年
元
旦
、
第
７
回
を
迎

え
る
忠
見
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
主
催
の
「
初
日
の
出
を
観
よ
う
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
者
は
75
人
。
２
歳
か
ら

71
歳
ま
で
幅
広
い
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
八
女
市
消
防
団
第

６
分
団
の
ポ
ン
プ
車
を
先
頭
に
、
旧

忠
見
公
民
館
か
ら
八
女
中
央
大
茶

園
の
五
社
神
様
が
鎮
座
す
る
山
頂

に
登
り
ま
し
た
。

　
７
時
45
分
、
初
日
の
出
を
拝
め
、

参
加
者
か
ら
は
「
き
れ
い
」「
感
動

で
す
」
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

今
ま
で
天
気
の
都
合
で
初
日
の
出
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
初
め
て
拝
む
こ
と
が
で
き
、「
良

い
年
に
な
り
そ
う
」
と
み
ん
な
大
喜

び
。
そ
の
後
、
参
加
者
で
記
念
撮
影

を
行
い
、
主
催
者
よ
り
ぜ
ん
ざ
い
が

振
る
舞
わ
れ
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

ご
活
用
く
だ
さ
い

忠見校区
まちづくり協議会

初日の出を
拝んだよ

　
八
女
市
消
防
出
初
式
が
１
月
９
日

㈯
、
春
の
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
内
の
消

防
団
は
５
つ
の
消
防
団
で
組
織
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
に
組
織

の
一
本
化
が
図
ら
れ
、
県
内
最
大
の

「
八
女
市
消
防
団
」
と
し
て
初
め
て

の
出
初
式
と
な
り
ま
し
た
。
式
典
で

は
市
長
観
閲
の
後
、
馬ば

簾れ
ん
回
し
や
自

動
車
ポ
ン
プ
操
法
を
は
じ
め
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
や
小
隊
訓
練
、
古
式
腕

用
ポ
ン
プ
操
法
、
最
新
の
消
防
資
機

材
に
よ
る
訓
練
展
示
な
ど
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
三
田
村
市
長
は
「
九
州
北
部
豪

雨
災
害
か
ら
３
年
６
か
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
完
全
復
興
ま

で
『
オ
ー
ル
八
女
』
体
制
で
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
消
防
団
に
お
い
て
は
、
団
の
再

編
と
団
員
増
日
本
一
に
よ
る
総
務
大

臣
表
彰
を
受
け
た
功
績
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
日
頃
か
ら
の
不
断

の
努
力
に
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
参
加
し
た
八
女
消
防
本
部
職
員

や
消
防
団
員
ら
は
、
災
害
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
市
中
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
署
員
や
団
員
の
雄
姿
に
沿

道
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　「
八
女
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
（
２

０
１
６
保
存
版
）」（
１
１
２
ペ
ー
ジ
、

２
万
４
千
部
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
合
併
当
時
発
行

し
た
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

が
５
年
経
過
し
情
報
が
古
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
八
女
市
と

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
協
定
を
結
び

共
同
で
発
行
作
業
を
進
め
て
い
た

も
の
で
す
。
経
費
は
事
業
者
の
広

告
収
入
で
賄
い
、
市
の
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。
主
な
内
容
は
市
か
ら
の

行
政
情
報
で
、
そ
の
ほ
か
に
も
観

光
や
特
産
品
な
ど
を
紹
介
し
た
八

女
市
ガ
イ
ド
、
医
療
機
関
な
ど
を

紹
介
し
た
生
活
ガ
イ
ド
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
広
報
や
め
２
月
１

日
号
と
一
緒
に
各
家
庭
へ
配
布
し
ま

す
の
で
、
手
に
と
り
や
す
い
場
所
に

保
管
の
う
え
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

災害のないまちづくりへ
決意新たに

（上）八女中央大茶園から眺めた初日の出。（下）参加した皆さん

お手元において
ご活用ください

出初め式式典の様子
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西
島
民
生
教
育
長
が
12
月
21

日
㈪
筑
南
小
学
校
を
訪
問
し
、

児
童
か
ら
頑
張
っ
た
こ
と
な
ど
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
同
校
で
は

３
年
連
続
、
全
国
の
小
学
生
が

チ
ー
ム
で
１
分
間
の
長
縄
飛
び
の

回
数
を
競
う
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
わ
と
び

か
っ
と
び
王
選
手
権
」
の
決
勝
大

会
に
出
場
。
そ
の
模
様
は
12
月

31
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
茶
の
知
識

と
淹
れ
方
を
競
う
「
Ｔ
―
１
グ

ラ
ン
プ
リ
」（
福
岡
県
茶
業
青
年

団
主
催
・
11
月
23
日
九
州
芸
文

館
）
で
は
団
体
・
個
人
の
部
と
も

に
優
勝
。「
ス
ポ
コ
ン
広
場
」
南

筑
後
地
区
大
会
（
県
教
育
委
員

会
主
催
・
12
月
５
日
柳
川
市
民

体
育
館
）
で
は
、
中
学
年
の
部

で
４
年
が
優
勝
、３
年
が
準
優
勝
、

高
学
年
の
部
で
５
年
が
優
勝
す

る
な
ど
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
西
島
教
育
長
は
、「
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
け
お

互
い
励
ま
し
あ
い
、
先
生
の
指
導

の
も
と
最
後
ま
で
諦
め
な
い
で
頑

張
る
す
ば
ら
し
い
学
校
文
化
が

築
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
目
標
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　「
児
童
・
生
徒
の
通
学
見
守
り
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
―
八
女
地
区
安
全
運
転
運
行
管
理
者

協
議
会
（
福
島
成
孝
会
長
）
か
ら
12
月
４
日
㈮
、

八
女
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
三

田
村
統
之
会
長
）
へ
反
射
材
付
き
の
黄
色
い
ベ
ス

ト
が
１
２
０
着
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
は

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
参
加
者
か

ら
募
っ
た
寄
付
金
で
毎
年
地
域
の
安
心
安
全
に

役
立
つ
も
の
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
見
守
り

運
動
を
し
て
い
る
老
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
安
全
に

活
動
で
き
る
よ
う
に
と
黄
色
い
ベ
ス
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
は
八
女
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
松
﨑
重
治
会
長
）
へ
と
渡
さ
れ
ま
し
た
。

松
﨑
会
長
は
「
声
掛
け
運
動
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
こ
の
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、

児
童
生
徒
の
見
守
り
運
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
20
日
㈰
に
、
八
女
市
立

花
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
と
す

る
第
６
回
八
女
市
駅
伝
大
会
が

実
施
さ
れ
、
94
チ
ー
ム
４
７
０
人

の
選
手
が
冬
晴
れ
の
空
の
下
、
元

気
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
結
果

（
各
部
門
１
位
）
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
１
・
５
㎞
コ
ー
ス
】

▽
小
学
生
男
子
＝
八
女
Ｊ
Ａ
Ｃ 

Ａ▽
小
学
生
女
子
＝
八
女
Ｊ
Ａ
Ｃ 

Girls▽
中
高
生
女
子
＝
南
中
Ａ

▽
一
般
男
子
＝
久
留
米
県
土
整
備

事
務
所
で
す
。

▽
一
般
女
子
＝
チ
ー
ム
Ｋ
Ｔ
Ｓ
イ

エ
ロ
ー

▽
オ
ー
プ
ン
＝
八
女
Ｊ
Ａ
Ｃ
保
護

者
Ａ

【
２
・
４
㎞
コ
ー
ス
】

▽
中
高
生
男
子
＝
八
女
学
院 

走

り
隊

▽
一
般
男
子
＝
赤
兎
Ａ

▽
一
般
女
子
＝
八
女
走
ろ
う
会
Ｃ

▽
オ
ー
プ
ン
＝
ミ
ド
リ
ー
ゼ
Ｒ
Ｃ 

Ａ
チ
ー
ム

【
チ
ー
ム
応
援
旗
コ
ン
テ
ス
ト
】

▽
優
勝
＝
筑
南
熱
男
　

▽
２
位
＝
筑
南
ラ
ン
ニ
ン
グ

▽
３
位
＝
筑
南
絆
パ
レ
ッ
ト

　
総
合
順
位
、
総
合
タ
イ
ム
、

個
人
タ
イ
ム
等
は
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

反
射
材
付
き
の
ベ
ス
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た

「ＮＨＫなわとびかっとび王選手権」
全国大会への出場等を教育長に報告

冬
晴
れ
の
立
花
を
駆
け
抜
け
る

チーム応援旗コンテスト優勝
の「筑南熱男」

筑南小学校の児童が西島教育長に頑張ったことを報告

福島会長から三田村会長へ目録が手渡されました
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「八女市男ノ子焼の里」
陶芸施設の使用者

八
女
市
アン
テ
ナショッ
プ

「
八
女
本
舗
」
初
売
り
大
盛
況

　
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通

り
に
平
成
25
年
6
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
八
女
市
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
八
女
本
舗
」
で

１
月
４
日
㈪
初
売
り
が
あ
り
、

多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

　
八
女
本
舗
に
並
ぶ
新
鮮
な

野
菜
や
惣
菜
は
、
毎
朝
八
女

市
か
ら
直
送
さ
れ
て
お
り
、

八
女
茶
な
ど
特
産
品
も
盛
り

だ
く
さ
ん
で
福
岡
都
市
圏
の

消
費
者
か
ら
高
い
評
価
を
頂

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
久

留
米
駅
・
西
鉄
久
留
米
駅
発

着
の
「
旅
す
る
茶
の
く
に
バ

ス
ツ
ア
ー
」
や
八
女
市
を
体

験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
旅
す

る
茶
の
く
に
週
間
」
と
い
っ
た

八
女
市
独
自
の
旅
行
商
品
の

申
し
込
み
受
け
付
け
を
行
う

な
ど
、
八
女
市
の
観
光
情
報

の
発
信
基
地
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
福
岡
市
に
お
出
か
け
の
際

は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
福
岡
都
市
圏
に

住
む
家
族
・
親
戚
・
お
友
達

等
に
も
「
八
女
本
舗
」
の
こ

と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

使
用
料
＝
ひ
と
月
あ
た
り

２
万
円
（
光
熱
費
等
自
己
負

担
）

⃝

募
集
締
切
＝
３
月
31
日
㈭

※
郵
送
は
郵
便
書
留
に
よ
り

最
終
日
の
17
時
ま
で
に
必
着
。

⃝

応
募
資
格
＝
陶
芸
活
動
を

し
て
い
る
人
。
陶
芸
活
動
に

興
味
が
あ
る
人
。

⃝

使
用
条
件
＝
開
館
時
間
10

時
～
17
時
（
別
途
協
議
）
／

使
用
期
間 

平
成
28
年
５
月

上
旬
か
ら
（
別
途
協
議
）
／

男
ノ
子
焼
の
里
保
存
会
活
動

が
で
き
る
人

⃝

申
込
方
法
＝
立
花
支
所
産

業
経
済
課
商
工
観
光
係
ま
た

は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
の
「
八
女
市
男
ノ
子
焼
の

里
」
陶
芸
施
設
使
用
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

持
参
・
郵
送
か
メ
ー
ル
に
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

市
立
花
支
所
産
業
経
済
課
商

工
観
光
係
（
〒
８
３
４
―
８

５
５
５
八
女
市
立
花
町
原
島

95
ー
１
）
☎
２
３
・
４
９
４
１

Qtachibana-sangyo@
city.yam

e.lg.jp

※
選
考
に
当
た
り
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
施
設
の
使
用
申
込
を
し
よ

う
と
す
る
人
は
、
募
集
期
間

内
に
お
い
て
施
設
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

地下鉄天神南駅から徒歩 2 分！
西鉄福岡駅（南口）から徒歩 3 分！

《住所》福岡市中央区渡辺通 5 丁
目23 番 8 号サンライトビル１Ｆ

《電話》０９２・７２５・０１６１
　　　営業時間  10:00 ～ 18:30
　　　休店日  日曜日、年末年始

八女市男ノ子焼の里（立花町北山１９６５）

《施設の概要》
⃝目的＝陶芸をとおして市民の文化的意識向上
と市の活性化を図る。
⃝事業概要＝①男ノ子焼の伝承に関すること
②地域文化の情報等の提供に関すること
③陶器等の展示販売に関すること
④男ノ子焼の里にかかる諸行事を開催すること
⃝構造・規模＝葦葺き屋根木造平屋／工房
29.81㎡／展示室 57.13㎡／ガス窯／のぼり窯
⃝備品＝電動ロクロ6 台、手動ロクロ5 台、土
練機 1台、木製いす 11脚

募
集
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①
地
域
活
動
指
導
員

⃝

業
務
内
容
＝
青
少
年
の
体
験
活
動
を

と
お
し
た
講
座
・
事
業
な
ど
の
企
画
運

営
等

⃝

募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝

勤
務
地
＝
市
内

②
公
立
公
民
館
長

⃝

業
務
内
容
＝
公
立
公
民
館
の
講
座
・

事
業
な
ど
の
企
画
運
営
、
事
務
お
よ
び

施
設
管
理
な
ど
の
統
括

⃝

募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝

勤
務
地
＝
市
内
公
立
公
民
館

③
公
立
公
民
館
職
員

⃝

業
務
内
容
＝
公
立
公
民
館
の
講
座
・

事
業
な
ど
の
企
画
運
営
、
事
務
お
よ
び

施
設
管
理

⃝

募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝

勤
務
地
＝
市
内
公
立
公
民
館

①
②
③
共
通
事
項

⃝

試
験
日
＝
２
月
27
日
㈯

⃝
試
験
会
場
＝
八
女
市
役
所

⃝
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作
文
・
面

接

⃝

受
付
期
間
＝
２
月
１
日
㈪
～
２
月
19

日
㈮

⃝

提
出
書
類
＝
申
込
書
（
男
女
共
同
参

画
・
生
涯
学
習
課
に
準
備
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参

画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

生
活
保
護
面
接
相
談
員

⃝

応
募
要
件
＝
生
活
保
護
を
は
じ
め
と

す
る
福
祉
分
野
お
よ
び
社
会
保
障
制
度

全
般
の
有
識
者
（
生
活
保
護
等
福
祉
分

野
の
行
政
経
験
者
、
社
会
福
祉
士
等
の

資
格
を
有
す
る
人
等
）

⃝

業
務
内
容
＝
生
活
保
護
お
よ
び
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
面
接
相
談
お
よ
び
関

連
業
務

⃝

募
集
人
員
＝
1
人

⃝

受
付
期
間
＝
２
月
４
日
㈭
～
2
月
18

日
㈭

⃝

提
出
書
類
＝
履
歴
書
、
社
会
福
祉
士

登
録
証
（
写
）
※
有
資
格
者
の
み

⃝

試
験
日
＝
2
月
28
日
㈰

⃝

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
生
活

支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
０
）

　
八
女
市
の
公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
、よ
り
効
果
的・効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、

民
間
等
の
能
力
を
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
八
女
市
宮
野
に
あ
る
「
八
女

市
健
康
増
進
施
設
（
べ
ん
が
ら
村
）」
の
指
定
管
理
期

間
が
今
年
度
末
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、
平
成
28
年

度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
指
定
管
理
者
を
公
募

し
、
３
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
27
年
10
月
28
日
、「
八
女
市

公
の
施
設
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
」
に
て
応
募
団
体

の
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
選
定
委
員
会
で
は
、
応

募
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
内
容
等
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
が
行
な
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
旨
の

報
告
が
市
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
選
定
委
員
会
の
審
議
結
果
を
ふ
ま
え
、
指

定
管
理
者
を
選
定
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
次
の
よ

う
に
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

■
指
定
管
理
者
＝
西
洋
フ
ー
ド
・
コ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
株

式
会
社
（
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
）

　健康推進課では、保健師等を急募します。
市販の履歴書もしくは臨時職員登録申し込み
書および資格証明書（写）を提出ください。
◦募集人員＝２人
◦職種＝保健師または助産師
◦期間＝平成 28 年 4 月～平成 28 年９月ま
で（ただし、更新あり）
◦連絡先＝健康推進課（☎ 23・1352）

応募に基づき登録し、必要に応じて任用します。
◦職種＝一般事務、保育士、保健師、看護師、
給食員、学校支援員、学校介助員など◦資格等
＝一般事務はパソコンの操作ができる人、保育士・
保健師・看護師は有資格者◦提出書類＝市販の
履歴書か臨時職員登録申し込み書・資格証明
書（写）◦問い合わせ＝人事課（☎ 23・2129）

　応募に基づき登録し必要に応じて任用します。
◦応募資格＝保育士資格を有し、保育士登
録済みの人
◦提出書類＝履歴書、保育士証（写）
◦勤務形態＝▽常勤 ( 週５日勤務・社会保険
有 ) ▽日々雇用（１日勤務、午前のみ、午後
のみ勤務の３種類）
◦賃金＝7,000 円（１日勤務）／ 3,400 円（午
前勤務）／ 4,300 円（午後勤務）
◦勤務場所＝市内公立保育所
◦申込・問い合わせ＝子育て支援課こども未
来係（☎ 24・8814）

保育所臨時職員（保育士）

急募！保健師等臨時職員

市の臨時職員登録者募集

八女市健康増進施設
「べんがら村」
指定管理者を決定

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

福
祉
課

嘱託職員を
募集します

《共通》
任用期間＝平成 28 年４月１
日から１年間（更新制度有）
※賃金は八女市規定による

臨時職員募集
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26
日
㈮
、
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
三
河
小
学
校

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
１
０
０
０
円

▽
会
員
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
問
題
を

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
は
飲
み
方
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
病
気
で
す
。
し
か

し
、
適
切
な
治
療
や
援
助
を
受
け

る
こ
と
で
回
復
し
て
い
く
病
気
で

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
知
識
や

対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
参

加
費
無
料
、
定
員
80
人
。

◦
日
時
＝
２
月
17
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
県
柳
川
総
合
庁
舎
２
階

大
会
議
室
（
柳
川
市
三
橋
町
今
古

賀
８
―
１
）

◦
内
容
＝
講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
患
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

５
８
１
３
）

　
大
嘗
祭
と
は
？
即
位
と
の
関
係

は
？
そ
ん
な
疑
問
を
皮
切
り
に
近

代
以
前
の
状
況
を
紹
介
し
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
・
平
成
の
即
位
の
礼

と
大
嘗
祭
を
振
り
返
り
ま
す
。
参

加
費
無
料
。
定
員
80
人
、
要
申
込
。

◦
講
師
＝
九
州
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
院
日
本
史
学
研
究
室
准

教
授 

山
口
輝
臣
さ
ん

◦
日
時
＝
２
月
20
日
㈯
14
時
～
15
時

◦
場
所
＝
福
岡
共
同
公
文
書
館 

２

階
研
修
室
（
筑
紫
野
市
上
古
賀
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
０
９
２・

９
１
９・６
１
６
６
）
※
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
5
日
㈮
・
12
日
㈮
・

９
６
５
７
）

　
ピ
ア
ノ・バ
イ
オ
リ
ン・
鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
・
声
楽
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
20
日
㈯
13
時
30
分

開
場
、
14
時
開
演

◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館 

一粒

◦
入
場
料
＝
▽
大
人
２
０
０
０
円

▽
学
生
１
０
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
コ
ー
ラ
ス
あ

じ
さ
い 
井
上
さ
ん
（
☎
５
４
・
２

１
８
７
）

◦
日
時
＝
２
月
21
日
㈰
９
時

◦
コ
ー
ス
＝
宮
野
公
園
（
集
合
）
～

谷
川
観
梅
会
場
～
立
花
体
育
館
農

業
祭
会
場
～
宮
野
公
園 

約
６
㌔

◦
参
加
費
＝
▽
会
員
無
料
▽
会
員

外
１
０
０
円
（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

本
は
古
本
市
で
販
売
し
、
収
益
金

で
購
入
し
た
本
を
八
女
市
立
図
書

館
へ
寄
贈
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
11
日
㈷
10
時
～
16
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
桜
カ
フ
ェ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な

び
っ
と
八
媛
（
八
女
市
立
図
書
館

内
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈰
７
時
30
分

～
９
時
30
分
※
立
花
体
育
館
集
合

◦コー
ス
＝
兼
松
～
谷
川
※
参
加
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
歩
こ
う
会

白
鳥
さ
ん
（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
今
回
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
転
か
ら

居
酒
屋
店
主
へ
転
職
し
た
の
は･･･

」

と
題
し
、
内
野
剛
士
さ
ん
（
う
ど

ん
居
酒
屋
う
ち
の
屋
店
主
）
の
講

演
。
参
加
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
２
月
16
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
金
太
郎
（
清
水
町
商
店
街
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

　
八
女
地
区
同
和
対
策
雇
用
促
進

協
議
会
主
催
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
２
月
10
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
会
場
＝
広
川
町
産
業
展
示
館
展

示
大
ホ
ー
ル

◦
講
師
＝
酒
井
均
さ
ん
（
筑
紫
女

学
園
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究

科
教
授
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地
区
同
和

対
策
雇
用
促
進
協
議
会
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
八
女
内
☎
２
３・６
１
８
８
）

　
古
本
市
開
催
の
た
め
、
ご
不
要

本
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た

立
花
観
梅
会
ウ
オ
ー
ク

第
10
回
古
本
市

八
女
軽
ト
ラ
市

観
梅
会
ウ
オ
ー
ク

ほ
た
る
と
石
橋
の
館
コ
ン
サ
ー
ト

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
研
修
会

講
演
会 「
近
代
に
お
け
る
大
嘗
祭
」

教
室
・
講
座

事
業
主
人
権・同
和
問
題
講
演
会

「
発
達
障
害
者
の
就
労
に
つ
い
て
」

お
知

ら
せ

第
27
回
地
域
活
動
講
演
会

【書道部】作品展示 2月11日㈷～
14日㈰／立花市民センター
【美術部】作品展示 2 月11日㈷
～ 14日㈰／立花市民センター
【写真部】作品展示 2月11日㈷～
14日㈰／立花市民センター
【郷土史部】作品展示 2月11日㈷
～ 14日㈰／立花市民センター

（郷土史部発表会 2月11日㈷ 13
時 30 分～／立花市民センター）
【華道部】作品展示 2月13日㈯
～ 14日㈰／立花市民センター
【器楽部】発表会 2月13日㈯、
開演 13 時／おりなす八女
【吟詠部】発 表 会 2月13日㈯、
開演 13 時／おりなす八女
【舞踊部】発 表 会 2月13日㈯、
開演 13 時／おりなす八女
【茶道部】野点 2月27日㈯／
「夢たちばな観梅会」会場

立花町文化祭（立花町文化連盟）

八女市献血推進協議会
（☎２３・５８１６）

献血にご協力ください

日にち 時間 場所
2/25

㈭
10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:30

室岡
公民館

⃝問＝平島さん（☎090・3883・2186）

空き家を売りたい・貸した
い人は、下記までお問い合
わせください。
⃝募集対象エリア＝八女市
全域⃝問い合わせ＝地域づ
くり・文化振興課定住対策
係（☎24・8013）
★受付時間＝平日9時～16
時 30 分※お越しの際は必
ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪
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（
指
導
者
・
保
護
者
）
な
ど

◦
申
込
＝
申
込
書
（
総
合
体
育
館

お
よ
び
各
支
所
総
務
課
・
八
女
市

Ｈ
Ｐ
に
設
置
）
を
八
女
市
総
合
体

育
館
・
各
支
所
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
可
。
２
月

28
日
㈰
締
切

◦
そ
の
他
＝
当
日
は
小
中
学
校
の

利
用
団
体
登
録
証
お
よ
び
施
設
免

除
許
可
証
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
／
O
２
４
・

０
０
２
９
）

　
約
２
キ
ロ
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー

ド
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
癒
さ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
菌
打
ち
体
験
で
は

使
用
し
た
ホ
ダ
木
を
、
お
一
人
２
本

ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
12
日
㈯
10
時
～
15

時
（
９
時
30
分
集
合
）

◦
場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
八
女

◦
参
加
料
＝
▽
中
学
生
以
上 

２
０

０
０
円
▽
小
学
生
以
下 

１
５
０
０

円
（
弁
当
、
温
泉
入
浴
券
付
）

◦
定
員
＝
先
着
30
人

◦
募
集
締
切
＝
３
月
２
日
㈬

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所

産
業
経
済
課
（
☎
４
２・１
１
１
５
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な

び
っ
と
八
媛
（
八
女
市
立
図
書
館

本
館
内  

☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
今

必
要
な
こ
と
を
学
び
指
導
に
活
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
程
／
会
場
＝
▽
第
１
回 

３
月

２
日
㈬
／
総
合
体
育
館
研
修
室

▽
第
２
回 

３
月
３
日
㈭
／
八
女
市

黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

◦
内
容（
両
日
）
＝
▽
受
付
18
時
30

分
～
▽
講
演
・
実
技
19
時
～
21
時

「
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
育
成
の
た
め
こ
れ

だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
！
」
／
講

師 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぱ
～
そ
な
る
ケ
ア

理
学
療
法
士

◦
対
象
＝
地
域
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者

２
日
㈫
～
12
日
㈮
平
日
９
時
～
17

時
に
電
話
で
受
付
（
☎
２
４
・
１

２
３
０
）

　
読
書
を
通
じ
た
市
民
生
活
向
上

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
落
語
講
座
の

受
講
者
を
50
人
追
加
募
集
し
ま
す
。

落
語
の
魅
力
や
楽
し
み
方
な
ど
を

学
ん
だ
あ
と
、
そ
の
知
識
を
活
か

し
て
落
語
を
鑑
賞
し
ま
す
。
八
女

市
立
図
書
館
本
館
・
分
館
カ
ウ
ン

タ
ー
に
て
２
月
２
日
㈫
か
ら
事
前

受
付
開
始
。
参
加
費
無
料
。

▽
第
６
回
落
語
を
知
っ
て
楽
し
も
う

◦
講
師
＝
愛あ

い

志し
て
い亭

多た

む夢
礼れ

さ
ん

◦
日
時
＝
３
月
6
日
㈰
14
時
～（
受

付
13
時
30
分
～
）
90
分
程
度

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

ん
②
交
流
・
相
談
会

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進

課 （
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
）

　
川
崎
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
・
関
節
症
セ
ン
タ
ー
の
理
学
療

法
士
に
よ
る
指
導
「
肩
こ
り
・
腰

痛
の
改
善
を
目
的
と
し
た
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
２
月
26
日
㈮
・
３
月
11

日
㈮
・
３
月
25
日
㈮
、
20
時
～
21

時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
農
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
（
上
陽
町
）

◦
受
講
料
＝
▽
一
般 
３
回
で
５
０

０
円
▽
会
員 

２
０
０
円

◦
申
込
＝
総
合
体
育
館
に
て
２
月

◦
講
師
＝
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構 

肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

心
理
療
法
士
諸
隈
悠
さ
ん

◦
申
込
＝
２
月
16
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
精
神
保
健
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　
参
加
無
料
、
２
月
18
日
㈭
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
19
日
㈮
14
時
～
16

時
（
受
付
は
30
分
前
）

◦
場
所
＝
県
柳
川
総
合
庁
舎
２
階

大
会
議
室
（
柳
川
市
三
橋
町
今
古

賀
８
―
１
）

◦
内
容
＝
①
講
話
「
上
手
な
更
年

期
の
つ
き
あ
い
方
」
／
講
師
久
留

米
大
学
病
院
産
婦
人
科
駒
井
幹
さ

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

八
女
市
地
域
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
研
修
会

森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
椎
茸
の
菌
打

ち
体
験
ツ
ア
ー

上
陽
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
健
康

講
座

女
性
の
健
康
教
室

【フクシマ後の時代を生きるために】県退職教職員協会 地域教育芸術文化事業講演会◦日時
＝ 2 月 20 日㈯ 10 時 30 分～ 12 時 30 分◦会場・問い合わせ＝八女教育会館（☎ 24・4193）

　2 月14 日のバレンタインデーを前にチョコ
づくりを企画しました。古墳や石人の形をした
ユニークな、ここだけの手作りチョコを一緒に
作りましょう！ 参加費無料
⃝日時＝ 2 月13日㈯ 10 時～ 12 時
⃝場所＝岩戸山歴史文化交流館実習室Ａ・Ｂ
※要申込、先着 30 人
⃝使用する材料＝市販の板チョコレート・コー
ンフレーク（主催者で準備）

バレンタインデー企画
「古墳チョコで大コーフン」

平成 27 年度「館長講座１」

平成 27 年度「学芸員講座１」

沖ノ島祭祀と磐井の時代
　今年度のテーマを「世界遺産」として第１回
目の館長講座を開催します。今回の講座では、
謎の多い筑紫君一族が活躍した時代を沖ノ島
祭祀や宗像地域の動向を踏まえながら考えて
みたいと思います。当館館長が分かりやすく解
説します。
⃝日時＝2 月11日㈷ 13 時 30 分～15 時 30 分
⃝会場＝岩戸山歴史文化交流館研修室
⃝定員＝150 人
⃝内容＝沖ノ島祭祀と磐井の時代

　今年度のテーマを「世界遺産」として第１回
目の学芸員講座を開催します。今回の講座で
は、昨年７月にユネスコの世界文化遺産に登
録が決まった「明治日本の産業革命遺産―鉄
鋼・造船・石炭―」の構成資産のうち、佐賀
市にある「三重津海軍所跡」を取り上げ、実
状にせまります。
⃝日時＝ 3 月5日㈯ 13 時 30 分～ 15 時 30 分
⃝会場＝岩戸山歴史文化交流館研修室
⃝定員＝150 人
⃝内容＝三重津海軍所跡～見えない世界遺産

三重津海軍所跡～見えない世界遺産

 「いわいの郷」講座
⃝申込・問い合わせ＝☎24・3200

八女市岩戸山歴史文化交流館

知
る
っ
て
楽
し
い
！
と
し
ょ
か
ん

大
人
塾
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労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
に
選
定
さ
れ
た
皆
さ
ま

の
お
宅
に
調
査
員
が
う
か
が
っ
た
際

は
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
調
査
票
は
統
計
資
料
を
作

成
す
る
こ
と
の
み
に
使
わ
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
６
）

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
志
願
資
格
＝
学
校
教
育
法
施
行

令
第
22
条
の
３
の
視
覚
障
害
の
項

に
該
当
す
る
人
で
、
平
成
22
年
４

月
２
日
～
平
成
25
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人

◦
募
集
期
間
＝
２
月
２
日
㈫
～
２

月
９
日
㈫

◦
検
査
日
＝
２
月
19
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
柳
河
特
別

支
援
学
校
（
☎
０
９
４
４
・
７
３
・

２
２
６
３
）

　
　

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。（
事
前
登
録
必
要
）

◦
３
月
利
用
者
の
会
＝
２
月
20
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、岡
山
小
、

西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、三
河
小
、

南
中
）
▽
15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、

川
崎
小
、見
崎
中
、上
陽
北
汭
学
園
）

※
中
学
校
の
体
育
館
は
一
部
工
事

中
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

Ｈ
Ｐ
で
事
前
に
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月

【柳川雛祭りさげもんめぐり】◦
期間＝ 2/11 ㈷～ 4/3 ㈰◦場所
＝柳川市内◦問＝柳川市観光案
内所（☎ 0944・74・0891）

【水郷柳川ゆるり旅】◦期間＝
2/11 ㈷～ 3 月末日◦場所＝柳
川市内◦問＝柳川市観光案内所

（☎ 0944・74・0891）

【風浪宮大祭】〈前夜祭〉◦日程
＝ 2/8 ㈪［裸ん行］19:30 若津
神社出発〈おふろううさん〉◦
日程＝ 2/9 ㈫～ 11 ㈷◦問＝風
浪宮（☎ 0944・87・2154）

【ＪＡ福岡大城農業まつり】◦日
時＝2/21㈰ 10:00 ～16:00◦場
所＝道の駅おおき◦問＝ＪＡ福
岡大城（☎ 0944・32・1300）

大川市

大木町

柳川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
　
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

ま
で
に
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
開
催
日
程
＝
２
月
10
日
㈬
18
時

30
分
～
20
時
30
分
／
２
月
24
日
㈬

18
時
30
分
～
20
時
30
分
／
３
月
２

日
㈬
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
（
平
日
９
時
～
17
時
）

　
相
続
に
よ
る
不
動
産
の
名
義
変

更
や
遺
言
書
の
書
き
方
等
、
司
法

書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

厳
守
。
不
動
産
登
記
・
商
業
登
記
、

成
年
後
見
制
度
、
多
重
債
務
、
裁

判
な
ど
も
お
受
け
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
13
日
㈯
10
時
～
13
時

◦
場
所
＝
広
川
町
保
健
・
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
な
や
ぎ
の
里

　
就
労
の
悩
み
を
抱
え
る
若
者
に

個
別
面
談
を
行
い
、
支
援
を
行
い

ま
す
。
八
女
地
区
出
張
説
明
・
相

談
会
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
19
日
㈮
13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
２
研
修
室

◦
費
用
＝
無
料

◦
対
象
＝
15
～
39
歳
※
保
護
者
の

相
談
も
可

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
９
４

２
・
３
０
・
０
０
８
７
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。ハロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ

ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対
象
。

◦
訓
練
コ
ー
ス（
定
員
）＝
①
機
械・

Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
⒂ 

②
機
械
加
工
技

術
科
⑿ 
③
板
金
・
溶
接
施
工
科
⒂

④
電
気
設
備
施
工
科
⒅ 

⑤
建
築
Ｃ

Ａ
Ｄ
科
㉔

◦
訓
練
期
間
＝
４
月
５
日
㈫
～
９

月
30
日
㈮

◦
募
集
期
間
＝
２
月
1
日
㈪
～
３

月
1
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
佐
賀
職

業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法

書
士
会
筑
後
支
部
（
☎
０
９
４
２
・

３
２
・
６
６
４
１
）
平
日
10
時
～

16
時
　
※
当
日
申
込
も
可

　
空
き
家
バ
ン
ク
協
定
不
動
産
業

者
が
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
24
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
1
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
大
石
さ
ん

（
☎
２
３
・
４
７
７
５
）

　
電
話
や
面
談
に
よ
る
解
雇
・
雇

止
め
集
中
相
談
会
。
相
談
内
容
に

よ
り
弁
護
士
相
談
も
行
い
ま
す
。

相
談
無
料
、予
約
不
要
、秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
２
月
24
日
㈬
、
25
日
㈭

９
時
～
20
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
労
働

者
支
援
事
務
所
（
県
久
留
米
総
合

庁
舎
☎
０
９
４
２・３
０・１
０
３
４
）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

県
立
柳
河
特
別
支
援
学
校

幼
稚
部
入
学
者
選
考
検
査

司
法
書
士
相
続
・
遺
言
相
談

就
業
支
援

筑
後
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

佐
賀
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

空
家
・
空
地
無
料
相
談
会

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

養
育
費
の
弁
護
士
無
料
相
談

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　福岡県後期高齢者医療制度の被保
険者を対象に生活習慣病の予防および
早期発見・早期治療を目的に健康診査
を実施しています。平成 27 年度の受
診期限は平成 28 年 3 月31日です。ま
だ受診されていない人は、早めにご予
約の上、受診してください。実施医療
機関が分からない場合は、お気軽にお
問い合わせください。
　受診のときは「被保険者証（保険証）」
と広域連合が郵送した「受診票」、自己
負担金 500 円が必要です。受診票が
見あたらない場合は再発行しますので、
お問い合わせください。
※生活習慣病（糖尿病や高血圧症など）
で治療中の人は受診対象となりません。
⃝問い合わせ＝福岡県後期高齢者医療
広域連合お問い合わせセンター

（☎０９２６５１・３１１１）

健康診査を受けましょう！！

【おわびと訂正】1月15日号在宅医当番表中2月28日の「中島医院」
電話番号は「42・0235」が正しいです。お詫びして訂正します

受診期限は
3/31㈭



広報やめ　2016.2.121

火災出火件数  2件 （ 32件）
救急出動件数 284件 （3,277件）
救急搬送人数 273人 （3,172人）

人身事故発生件数 48件 （483件）
傷　　者 64人 （641人）
死　　者 0人 （  4人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 66,242 (-56)
男 31,189  (-28)
女 35,053  (-28)

世帯数 24,463  (-  8)
　※（　）内は前月比

出生 33 人 転出 191人
転入 178 人 死亡 76人

◦固定資産税（4 期）◦国民健康保険税（8
期）◦後期高齢者医療保険料（8 期）
◦介護保険料（8 期）◦住宅家賃◦保育料

◦水道料・下水道使用料（6 期）◦農業集落排
水施設使用料（6 期）◦下水道受益者負担金（4 期） ▼ 12 月の交通事故の状況

▼ 12 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（12 月31日現在）

▼ 12 月の異動
納期限・口座振替日は2月29日㈪

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦2月18日㈭、3月3日㈭／相談 13:00 ～
　16:00 ／場所・法務局八女支局※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 2 月12 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 2 月19 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 2 月 26 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福祉
　センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 2 月19 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦2月10日㈬13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦2月22日㈪9:30 ～11:30/働く女性の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦2月16日㈫10:00 ～ 11:00/黒木支所 
◦2月19日㈮13:00～14：00/そよかぜ（星野）
    ／問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦2月2日㈫13:00 ～ 16:00 ／矢部公民館
◦2月3日㈬13:00 ～ 16:00 ／星野支所
◦2月5日㈮13:00 ～ 16:00 ／社会福祉会
　館／地域福祉センター（上陽）
◦2月10日㈬13:00 ～16:00/立花市民センター
◦2月12日㈮13:00 ～ 16:00 ／ふじの里
行政相談（総務課☎23・1111）
◦2月4日㈭13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦2月3日㈬・17日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月9日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月8日㈪13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦2月2日㈫13:00 ～ 16:00 ／矢部公民館
◦2月10日㈬9:00 ～12:00 ／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦2月19日㈮13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦2月12日㈮13:30 ～16:00/ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦2月3日㈬、17日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦2月3日㈬、17日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）

◦2月10日㈬、24日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月10日㈬、24日㈬9:30 ～ 12:00 ／
　かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦2月5日㈮13:00 ～ 15:00 ／商工会議所
税務相談会
◦2月8日㈪10:00 ～ 15:00 ／商工会議所
経営支援相談会
◦2月1日㈪、15日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦2月16日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所201会議室
◦2月18日㈭9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月12日㈮・16日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月16日㈫10:00 ～12:00 ／かがやき（立花）
◦2月18日㈭11:00 ～ 12:00 ／矢部公民館
◦2月25日㈭10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜日（休日の場合は翌日） 8:30 ～19:00
／火～金曜日8:30 ～17:15 ／毎月第2土曜日
9:30 ～16:00※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦毎週月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所

　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦2月16日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市役所消費生活相談窓口 
　※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金
担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
　士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木支所内）
　☎42・1119

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

2月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ

2月21日㈰ 旧 いしもと小児科 → 新 富田クリニック（蒲原）☎24・4810在宅医当番の変更



　
毎
年
３
月
に
矢
部
村
で
開
催
さ

れ
て
い
る
「
世
界
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
、
ト
ル
コ
の
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
絵
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
と
ト
ル
コ
の
文
化
交
流
に
取

り
組
む
ト
ル
コ
人
の
エ
ン
シ
ジ
・
ム

ラ
ー
ト
さ
ん
が
12
月
24
日
㈭
に
八

女
市
を
訪
問
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
を

主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
世
界
子

ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ

ネ
ッ
ト
」
の
松
尾
重
根
理
事
長
に

首
都
ア
ン
カ
ラ
や
イ
ズ
ミ
ー
ル
な

ど
の
小
中
学
生
の
作
品
計
１
２
６

点
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
１
９
９
２
年
に

始
ま
り
、
今
回
で
25
回
目
。
こ
れ

ま
で
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
リ
ラ

ン
カ
な
ど
か
ら
の
出
品
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ト
ル
コ
か
ら
の
応
募
は

初
め
て
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
関
係

者
が
知
人
を
通
じ
て
ム
ラ
ー
ト
さ

ん
に
作
品
募
集
を
呼
び
か
け
実
現

し
ま
し
た
。
３
月
27
日
㈰
の
表
彰

式
に
は
ト
ル
コ
か
ら
子
ど
も
３
人

が
出
席
す
る
予
定
で
、
杣
の
里
ふ

る
さ
と
文
化
館
に
は
受
賞
作
の
ほ

か
ト
ル
コ
か
ら
出
品
さ
れ
た
全
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
ム
ラ
ー
ト
さ
ん
は
、「
八
女
と
ト

ル
コ
が
交
流
す
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
嬉
し
い
」
と
語
り
、
松
尾
理

事
長
は
、「
こ
の
素
晴
ら
し
い
縁
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ト
ル
コ
か
ら
１
２
６
点
の
絵
画
を
出
品

世界愛樹祭
コンクール

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

防災ラジオは情報の命綱 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

▼
ス
ポ
ー
ツ
後
の
汗
冷
え
で
風

邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。暖

冬
傾
向
だ
と
い
え
、
強
烈
な
寒

波
の
到
来
な
ど
、
や
は
り
冬
は

寒
い
も
の
で
す
ね
。皆
さ
ま
も
風

邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
ご
自
愛
く

だ
さ
い
ま
せ
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
成
人
式
の
取
材
で
、
希
望
に

満
ち
た
若
さ
溢
れ
る
雰
囲
気
に

力
を
も
ら
い
ま
し
た
。
帰
宅
後
、

自
分
の
成
人
式
の
写
真
を
見

て
、「
あ
の
こ
ろ
は
痩
せ
て
た
な

あ
」と
反
省
し
き
り
。
今
年
は
も

う
少
し
減
量
し
ま
す
。（
Ｋ・Ｋ
）

▼
月
を
見
上
げ
る
の
が
好
き
で

す
。満
ち
か
け
る
月
に
美
し
い
名

前
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
感
動

し
な
が
ら
凜
と
し
た
冬
の
夜
空

を
見
上
げ
て
い
ま
す
。（
Ｋ・Ｓ
）

二
月
、
如
月
の
風
は
冷
た

く
も
清
々
し
い
も
の
で
す
。
今

冬
、
矢
部
村
の
八
名
山
の一つ
、

前ぜ
ん
も
ん
だ
け

門
岳
に
登
っ
て
き
ま
し
た
。

冬
山
と
いって
も
しっか
り
と
整

備
さ
れ
た
前
門
岳
は
、
渓
谷
の

古
道
歩
き
と
山
頂
の
美
し
い

眺
望
は
九
州
百
名
山
に
も
選

ん
で
い
た
だ
き
た
い
ほ
ど
大
変

に
楽
し
く
面
白
いコ
ース
で
す
。

　

前
門
岳
は
、
釈
迦
岳
・
御

前
岳
も
し
く
は
良
成
親
王
御

陵
墓
の
手
前
に
仰
ぐ
山
の
た
め

「
前
門
岳
」
と
名
付
け
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。標
高
は
９
２
２ｍ
、

ゆ
っ
く
り
登
れ
ば
約
３
時
間
で

往
復
で
き
ま
す
。
登
山
コ
ース

に
は
、
そ
の
昔
、
杉
の
切
り
出

し
に
使
わ
れ
た
古
道
や
馬
の
た

て
が
み
と
呼
ば
れ
る
山
道
が
続

き
、
山
間
を
清
ら
か
に
流
れ
る

沢
の
水
、
三
か
所
の
木
橋
が
景

色
に
溶
け
込
み
、サン
キ
ラ
イ
や

ツル
リ
ン
ド
ウ
の
赤
い
実
が
山
を

登
る
楽
し
さ
を一層
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
す
。

奇
し
く
も
登
っ
た
日
は
、
雪

降
る一日
。
杉
木
立
の
山
肌
に

は
降
り
し
き
る
雪
が
映
え
、
蜘

蛛
の
巣
の
雪
化
粧
に
感
動
し
、

冬
の
山
の
美
し
さ
は
格
別
な

も
の
で
し
た
。
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
矢
部
八
名
山
講
座
講

師
の
松
延
強
さ
ん
と
若
杉
哲

太
郎
さ
ん
は
、「
春
夏
秋
冬
そ

れ
ぞ
れ
違
う
景
色
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
山
で
す
」
と
そ

の
魅
力
を
語
り
ま
す
。
芽
吹

く
春
、
新
緑
、オ
オ
キ
ツ
ネ
ノ
カ

ミ
ソ
リ
咲
く
夏
、
そ
し
て
紅
葉

の
頃
に
と
前
門
岳へ
の
思
い
を

巡
ら
せ
ま
す
。

ま
た
、八
名
山
に
は
猿さ

る
か
け
や
ま

駈
山

と
い
う
今
年
の
干
支
「
申
」
に

ち
な
ん
だ
山
も
あ
り
ま
す
。

是
非
登って
み
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。「矢
部
村
八
名
山
」

「
八
女
の
山
の
冊
子
」
は
茶
の

く
に
観
光
案
内
所
に
も
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設

経
済
課（
☎
4
７
・
３
１
１
１
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.33

前門岳 in 矢部村

おたんじょうびおめでとう
♡
悠
心
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

♡
悠
心
大
き
く
な
ぁ
れ
♡

く
い
し
ん
坊
の
こ
と
の
ち
ゃ
ん
。
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
元
気
に
育
っ
て
ね
。

お
兄
ち
ゃ
ん
達
が
大
好
き
。
ま
た
高
い

高
い
や
っ
て
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
元
気
な
笑
顔

で
み
ん
な
を
幸
せ
に
し
て
く
だ
さ
い
！

牛嶋 悠
ゆうしん

心ちゃん

石崎 ことのちゃん

月足 凛
りん

ちゃん

井上 真
ま り あ

莉彩ちゃん

Ｈ27年2月9日生（平田）

Ｈ27年2月19日生（稲富）

Ｈ27年2月17日生（黒木町）

Ｈ27年2月25日生（室岡）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただ
し、市内に住民登録があるか実際に住んでいる
人に限る）。氏名・生年月日・住所・簡単なコメ
ント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日ま
でに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込み
ください。応募多数の場合は先着順となります。
●申し込み＝秘書広報課秘書広報係
（☎23・1110）
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